
　　　　

児童発達支援おおきなおうち 2024 年 4 月 1 日

平日 ～

～

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 「つなげよう福祉の輪　広げよう障がいへの理解」を念頭に　みんなで育てる気持ちを心に・・・

（別添資料１）

事業所名 支援プログラム 作成日

支援方針

利用者様家族とともに地域、関係機関との連携をとった支援
個別のプログラムを入れ本人主体の個を尊重し個を見ていく支援をし成長の促しにつなげる
適切な支援の提供と支援の質の向上

営業時間
１０時　００分 １８時　００分 送迎実施 あり

学校休業日・祝日 ９時　００分 １７時　００分

支　援　内　容

主な行事等

季節行事
近隣施設・公園などへのお出かけ
誕生日イベント
防災・防犯訓練

小集団の中でのルールを守る事うや譲り合い思いやりの気持ちを育てる
地域交流などを通し活動の幅を広げていく
スタッフやお友達と継続的に係ることにより信頼関係の構築や安心できる場所を提供していく

家族支援

日常生活での困りごとや兄弟、姉妹の関わり方やケア方法等を必要に応じ
適時アドバイスをしていく。日々の生活や子どもとのかかわり方についての情報
共有を実施する。月一回程度ファミリー会として保護者間の情報共有の場の提供
を実施。

移行支援

必要に応じ保育園や幼稚園、学校の見学、先生からのお話を聞きお子様の
支援方針の情報共有を実施。また就学予定先の学校にも情報共有をし移行
がスムーズに行くよう支援していく。

地域支援・地域連携

関係各所との連携し各種イベントへの参加や協力

職員の質の向上

各種勉強会や研修への参加
資格取得への支援
情報の共有や展開

本
人
支
援

身辺自立の習得をし将来への自立につなげていく
昼食作りやおやつ作り、また食事の提供を通し食の大切さや食事の楽しさを知ってもう

運動を通し体力づくりをしていく
手先訓練等により手先の運動や力の入れ方、体の使い方を身に着けていく

製作活動などを通し、作品を作り上げる喜びを味わうとともに想像力を広げていく。
季節ごとの行事や活動を取り入れ四季を感じてもらう。

個々にあったコミュニケーション手段を習得し気持ちを伝える事の大切さを学び、意思疎通や自己表現の方法や大切さを経験していく。


